
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北見市立高栄中学校】       

【網走市立網走小学校】       
 
 
 
 
 
 
 
 

     学習課題の配信・提出をオンラインを活用して実施する学習指導 

       同時双方向型のオンラインを活用した学習指導 

 

  

取組事例
１  ウェブ会議 

ファイル共有 

＜活用方法＞ 

・教員は、授業の流れやねらいに合わせて教室内を撮影する。 

・児童が同時双方向で交流や発表ができるよう、カメラ及びマ

イクをグループの近くに設置する。  

・家庭で参加している児童にも、意見を交流したり、発表した

りする場面を設定する。 

・カメラを使ってノートを見せ合ったり、音声が聞きにくい場

面はチャットを活用して交流したりするなど、ウェブ会議シ

ステムの機能を効果的に活用する。  
 

＜活用の効果＞ 

・家庭で参加している児童は、教室での学びと同じように、距

離を感じることなく、友達と一緒に学習することができる。  

・家庭で参加している児童は、教室での様子を場面に合わせて

みることができたため、集中して授業に参加することができ

る。 

○ オホーツク教育局義務教育指導班Ｗｅｂページへのリンク 

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/okh/gimuhan/gimukyouikusidouhann.htm 
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取組事例
２  

オンライン学習編 

家庭で参加している

児童をテレビに映す  

グループの近くで撮

影し、交流を促す  

＜活用方法＞ 

・教員は、単元の指導計画から、現在学習していることに関連

したポイントをまとめた板書や課題を送信する。  

・生徒は、学習したノート等の記録を写真撮影し、期限までに

送信する。  

・生徒から送信された記録について、教員は生徒にコメント等

を送信し、次時の授業づくりに生かす。  
 

＜活用の効果＞ 

・生徒は学習のゴールが明確になり、主体的に学習に取り組む

ことができる。  

・学習の成果を記録に残すことで、次時の授業や振り返りに記

録を生かすことができる。  

板書を共有する  

ノートの写真

を提出する  

現在の学習に関連

した課題提示  

＜オンライン学習の活用＞～やむを得ず学校に登校できない児童生徒への学びの保障に向けて～ 

 〇 ウェブ会議システムを活用することで、児童生徒が学校での授業にリアルタイムに参加する 

ことができる。 

 〇 ファイル共有機能を活用することで、児童生徒は板書や課題を送受信し、自分に合った学習 

を進めることができる 

一部の児童が出席停止等により学校に登校できない場合 

学校の全部や一部を休業とした場合 


